
行財政改革大綱実施計画

10月 4月 10月 4月 10月 4月 10月

◎

◎

重点項目番号 8

２．担当課（執行する課）

５．担当課電話番号

指標名

分掌事務及び組織機構の見直し

定義・算定式
１１．行程表（いつまでにやるのか）

番号

支所の課・室の統合

４．責任者名（執行責任者）

６．対象等（なにを・だれを）

８．成果（どうなるのか） 簡素で効率的な組織機構となる

①

２２-９６０１

組織機構

平成１７年度 平成２０年度平成１９年度

９．財政効果額（千円）（い
くら削減されるのか）

総務部総務課

総務課長　岡部　隆次

平成１８年度

組織改善委員会での検討

目標値

本庁と上野支所の統合

１．実施事項名

３．現状・問題点・必
要性
（なぜやるのか）

７．実施する内容・目
標数値
（なにを、いつまで
に、どのようにやるの
か）
（集中改革プラン関
連項目については、
平成22年4月1日の
目標数値を合わせて
記載する。）

現行の組織は、新市建設計画に基づき住民への窓口サービスや地域振興業務は支所で、主に企画、議会、広域行
政は本庁でと機能分担し分掌事務を定めたものである。また、合併協定書に基づき、旧市s町村の市役所及び役場
は支所として、新市における組織機構の調整方針に基づき、組織機構を整備したものである。
しかし、上野支所と本庁の事務室の位置がわかりにくいと、市民をはじめ職員からも多くの意見が出ているほか、定
員適正化計画に応じた組織機構、新たな行政需要・課題等に的確に対応できる組織機構、行政改革の観点等から
簡素で効率的な組織機構を構築するため、現行の組織機構の見直しが必要となっている。

現状の課題に対応するため、組織改善委員会を設置し、平成17年度中に本庁及び支所の分掌事務並びに組織機
構を見直し、平成18年度から新たな組織機構で職務を執行するとともに、平成18年度以降においても不断の見直し
を行う。

効率的で簡素な組織・機構の構築

１０．目標を達成する
ための活動指標（全
体目標を達成するた
めに個別に実施する
項目　なにをどけだ

けやるのか）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－８８－

組織改善委員会での検討

見直しに基づいた組織機構で職務執行

組織改善委員会での検討


